
事例：No. １０ 

 

ロングリーチグラップル集材による労働生産性の改善 

 

1.林業事業体等名   弦間
げ ん ま

林業
りんぎょう

有限会社（山梨県笛吹市） 

2.林業事業体の概要 

①年間素材生産量    ２,０００㎥ （うち 間伐の占める割合 ７５％） 

②生産する主な樹種   カラマツ、アカマツ、ヒノキ         
③素材生産に関わる作業員数   ６名（うち４名で 1 セットを構成） 

 

3.取組の特長 

・会社の設立は平成１４年と新しいが、地元の神社有林を中心に森林施業計画を

作成し、平成１９年から搬出間伐を中心とした森林施業に取組んでいる。 

・若年社員が多いが丁寧な仕事ぶりから森林所有者の信頼も厚く、集約化団地以

外からの作業依頼も増え、県内に広く現場を持つまでになっている。また団地

内の林分を構成する樹種も多岐に渡ることから様々な需要に対応できる生産体

制を整えている。 

・森林作業道は幅員３．０ｍを標準に整備しており、集約化団地内の平均路網密

度は２００ｍ／ｈａほどである。 

・素材生産の実施にあたっては、伐木、集材、造材の各作業工程のバランスを考

慮した作業計画や機械配置の工夫により機械の稼働率を高めている。 

・木寄せ・集材工程に０．２５㎥クラス(旧ＪＩＳ)のロングリーチグラップルを

レンタルで導入し、工程全体の約４０％を占めるウインチ集材の荷掛け・荷外

しに要する人員を削減することで労働生産性の改善に取組んだ。 

 

4.具体的な内容 

① 施業方法：定性（点状）間伐による木材搬出 
② 使用機械：ロングリーチグラップル１台、グラップル１台、2t トラック１台 
③ 作業システム： 
１）旧作業システム（６人／セット） 
 
 
 
 
２）現行作業システム（４人／セット） 
 
 
 
 

運搬 
2t ﾄﾗｯｸ 

0.5 人/1 台 

積込 
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 

0.5 人/1 台 

伐倒 
ﾁｪｰﾝｿｰ 

1.5人/2台 

木寄せ 
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 
2.0人/1台 

 

造材 
ﾁｪｰﾝｿｰ 

1.0人/2台 

巻立て 
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 

0.5 人/1 台 

運搬 

2t ﾄﾗｯｸ 

0.5 人/1 台 

積込 

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 

0.5 人/1 台 

伐倒 

ﾁｪｰﾝｿｰ 

1.0人/1台 

木寄せ 

ﾛﾝｸﾞﾘｰﾁｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 

1.0 人/1 台 

 

造材 

ﾁｪｰﾝｿｰ 

0.5人/1台 

巻立て 

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ 

0.5 人/1 台 



④作業路作設方法： 
・グラップルで直接丸太をつかめるよう、林内路網はできるだけ高密にしている。

これまでに作設した森林作業道の総延長は約５，０００ｍである。 
⑤労働生産性及び素材生産コスト： 
 旧作業システム 新作業システム 

 

利用間伐 

労働生産性 

（㎥／人・日） 

素材生産コスト 

（円／㎥） 

労働生産性 

（㎥／人・日） 

素材生産コスト 

（円／㎥） 

４～５ 2,500～3,000 ６～７ 1,700～2,000 
 

※森林作業道脇への集積までの数値。   

 

5.今後の取組等 

・今年度の事業実施により、ロングリーチグラップルの特徴を把握することがで

きた。今後はそれを最大限に活かせる路網配置についての検証を進めていく。 

・従来作業システムについても人員配置の工夫や繊維ロープの使用等により労働

生産性の改善、労働強度の軽減を図れないか作業方法の見直しを行なう。 

・現在、搬出される木材の多くはＢ、Ｃ材であるが、今後は長伐期優良材生産を

目標とした森林管理を実施しながら、多様な需要に対応できる安定的な木材生

産のため、施業集約・提案ができる人材を育成し、持続的な林業経営を行なっ

ていく。 

 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ロングリーチグラップルによる木寄せ】      【操作方法の指導・訓練状況】 
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